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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本舞踊における「場」がどのように生成され，それが文脈や状況に応じ
てどのように変化するかを，理論的，科学的，総合的に解明することを目的としていた．日本舞踊に従事する舞
踊家や日本舞踊以外の表現活動に関わる芸能従事者らを対象とした実証実験を行うことにより，表現者の「間」
や観客との「場」がどのように生成されるかを確かめた．またそれが観客との関係性の上でどのように変容する
かを定量的に明らかにした．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify how the "ba" in Japanese 
traditional dance (Nihon Buyo) is created and how it changes depending on the context and the 
situation, theoretically, scientifically and synthetically. By conducting demonstration experiments 
targeting dancers engaged in Nihon Buyo and entertainers engaged in expression activities other than
 Nihon Buyo, I was able to find out how the "Ma" between the performers and the "Ba" with the 
audience.This study also clarified quantitatively how it changes in relation to the audience.

研究分野： 人文社会情報学

キーワード： 伝統芸能　間　場　日本舞踊

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，日本舞踊における「場」の生成過程について定量的にアプローチすることを出発点として，最終的に
は日本独自の「間」や「場」の概念を浮き彫りにしようとするところに特色がある．古来より脈々と受け継がれ
てきた暗黙知として共有されてきた「間」や「場」の生成過程を解明することは，日本の伝統芸能にとどまら
ず，広く日本独自の精神性や文化研究にその成果が還元できると期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
時間とともに消えゆく無形文化財としての伝統芸能は，従来，人から人へと口伝により，その「わ
ざ」が継承されてきた．しかし，近年，深刻な後継者不足により失伝の危機にある伝統芸能も少
なくない．それは，日本の伝統芸能のわざには「型」や「間」という極めて曖昧で暗黙的な要素
を学ばなくてはならないという特徴があるためである． 
これらの問題を解決するために，モーションキャプチャなどのデジタル技術によって，伝統芸能
従事者の身体動作を記録・保存するデジタルアーカイブ研究が行われるようになってきた．とり
わけ，近年は，これまで科学的研究の対象とはなり得なかった伝統芸能のわざ研究において，モ
ーションキャプチャをはじめとするデジタル技術の有用性が浸透してきた．しかし，デジタル技
術の発達によって，物理的な身体動作や生理指標の計量は容易に行えるようになってきたが，古
来より脈々と受け継がれてきた日本のわざに内在する「型」や「間」といった暗黙知の解明には
至っていない．これらの問題意識を踏まえ，本研究は，伝統芸能の「型」や「間」が体現される
場に着目し，その生成メカニズムを実証的に解明しようと試みるものであった． 
 
２．研究の目的 
本研究の長期的目標は，日本舞踊における上演の「場」がどのように生成され，それが文脈や状
況に応じてどのように変化するかを解明することである．芸能従事者が，いかにして「間」をと
り，舞踊の「場」を生成していくかを，客観的に測定可能な物理的特徴量と，舞踊家自身が意図
した方略との関係性の上で明らかにし，最終的に，伝統芸能において「場」がどのように生成さ
れるかを解明することである． 
 
３．研究の方法 
（1）対象とする舞踊 
本研究では，一定のリズムが存在しない詩吟を伴奏として踊る「詩舞」を素材とした． 

（2）協力舞踊家 
研究協力者は，菊水流日本吟剣詩舞振興会に所属する 10 代～70 代の女性 11 名であった． 

（3）対象演目 
本研究において分析の対象とする演目として菅原道真の『九月十日』（当流派において一番基

本的な踊りとされており，舞踊歴に関わらず全員が必ず経験する演目）を指定した．さらに 1 年
に 1 度開催される菊水流独自の大会でも踊られており継続的な練習をされているという点でも，
舞踊家による「間」の違いを定量化するためにふさわしい演目であるとして選定した．実験協力
者には，収録日の 2 週間前に実験の依頼をし，収録日までに練習を行っておくよう指示した． 
（4）計測環境 
２台のビデオ撮影による収録を行った．実験協力者には，稽古時と同じ紋付袴を着用していただ
き，『九月十日』を舞っていただいた．使用楽曲は，同一の CD 音源を使用し，詩吟の違いによ
る舞踊動作への差が出ないように統制を行った． 
（5）インタビュー 
菊水流師範である U 氏に，舞踊動作や間の取
り方，間の習得に関して，詩の解釈との関連性
についてインタビューを行った． 
（6）映像コーディングによる動作抽出詩吟と
舞踊動作の流れを可視化するために，アノテー
ションソフト ELAN によるタグ付けを行った
（図１参照）．タグ付け部分は，詩吟が唄われ
ている部分，頭，腕，脚，全身が静止している
部分とした． 
 
４．研究成果 
（1）「間」の取り方 
舞踊動作の中でどのような「間」の取り方をし
ているのかを明らかにするために，「全身静止
回数」，「全身静止時間」，「一回あたりの全身静
止時間」の 3 変数を使用してクラスター分析
（ウォード法，ユークリッド距離を行った（図
２参照）．その結果，「舞踊自体に長く時間をか
け，キーポーズ（見せ場であるとめ動作）には
それほど長く時間をかけないグループ」「振り
とキーポーズの両方に時間を費やすグループ」
「振りよりも，キーポーズに時間をかけて踊る
グループ」の３つに大別されることがわかった
（図３参照）． 
（2）舞踊の再現性 

 
図１ ELAN による作業画面例 

 

 
図２ 間（静止）に基づくクラスタリング 



舞踊家の「間」の取り方に複数
回同じ舞踊動作を行った場合に，
どの程度の再現性があるのかを
確かめた（図４参照）．同じ舞踊
動作を２回反復した場合の，１回
目，２回目の「頭の動き」，「腕の
動き」，「脚の動き」，「静止」×「全
身静止回数」，「全身静止時間」，
「一回あたりの全身静止時間」の
12 変数を用いてクラスター分析
を行った．その結果，「高再現群」
と「低再現群」に大別され，高再
現群の者は，いずれも舞踊歴 15
年～50 年の熟練者であり，低再
現群の者は，いずれも舞踊歴 3 年
～4 年の初心者の方であること
がわかった． 
（3）音楽と舞踊の間 
詩吟が開始するタイミングと舞
踊動作を開始させるタイミング
にどの程度差があるのかを調べ
るために，第 4 フレーズ（捧持し
て／毎日／余香を／拝すにおい
て，詩吟の開始時点と舞踊動作の
開始時点の差分を算出した．ここ
で得られたデータを用いて，詩吟
の開始点と舞踊の開始点に存在している時間差を可視化した（図５参照）． 
これらのデータに基づいて，振りの種類によって「間」の使い方が異なるのかどうかを確かめ

るために２要因分散分析を行ったところ，振りの種類によって「間」の取り方に違いがあり，ま
たその違いは複数回踊っても安定的であることも明らかとなった．また，詩吟（音楽）の開始点
と舞踊動作の開始点は必ずしも一致せず（図５参照），さらに詩吟が開始されるよりも前に動作
が開始されるケースが多いこともわかった． 
（4）まとめ 
日本舞踊における「間」を，演目中のとめ動作として身体が静止している時間，振りから振り

に移るときの静止または移行時間，振り自体に費やされる時間，音楽に現れる「間」の 4 つの観
点から捉えることにより，日本舞踊における「間」がいかなるものかを定量的に明らかにした． 
「間」の取り方は，舞踊家の熟練度によって異なることが確かめられた．つまり，舞踊におい

て「型」の習熟をしていく中で，「間」についても，舞踊を構成する「場」の要因として寄与し
ていることが実証的に確かめられたと言える．丸茂（2001）は，表現するための基礎技術の上に，
師匠の教えや個人の解釈・工夫を重ねて演技上の表現を案出することが重要であると指摘して
おり，熟練者は，師匠の教えや自身の基礎技術の上に重ねる「演技上の表現」として，「間」に
自身の解釈や工夫を投影し，結果として「舞踊の表現場」を構成していることが確かめられたと
言える． 
 なお，本研究では，日本舞踊に限らず，身体表現動作が芸能表現としていかなる影響を持つの
か，また観客とインタラクティブに共有される「場の生成」にどのような効用をもたらすのかを
確かめるための実証実験も行った． 
 研究成果は複数の書籍，論文，学会発表，招待講演にて公表した．まだ分析途中のものもあり，
今後も順次公開予定である． 
＜引用文献＞ 
丸茂美惠子：日本舞踊における娘形技法の実証的研究，日本大学芸術学部博士論文，pp.123-124
（2001） 

     

図３ 間の取り方のパターン               図４ 舞踊の再現性 

 

 
図５ 音楽と舞踊の間 

この値が正ならば，詩吟が開始されてから舞踊動作が開始されており，
値が負ならば詩吟が開始される前に舞踊動作が開始されている．また，
この値（絶対値）が大きいほど詩吟の開始点と舞踊動作の開始点の時間
差が大きいという解釈ができる． 
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